
 

６ いじめ対応の流れ 

発
見 

□ 発見の方法 

・児童生徒、保護者からの申立て 

・教職員の日常の観察 

・アンケート調査 

・学部会での確認         等 

 

 

 

 

情
報
収
集 

□申立された、発見した教職員は速やかに教頭に

報告する。 

□申立された、発見した教職員は、現段階の情報

を収集する。（別記様式１） 

「いつ」「どこで」「誰が」「誰に」「どのように」「何

をされたか」 

 

   

事
実
確
認
・
方
針
決
定 

□教頭は「いじめ防止委員会」の会議を招集 

・必要に応じて病棟担当者に出席依頼 

・調査方針・分担を決定 

・委員会でいじめの有無について認知 

※調査班～必要な情報を収集、事実関係把握 

（各学部主事） 

※対応班～心のケアや安全確保など指導と支援

（養護教諭、生徒指導主事） 

※外部機関との連携・調整～教頭 

※その他必要に応じて役割を分担 

□当該児童生徒（加害側・被害側）の保護者に適宜

連絡・共通理解 

 

   

対
処 

□いじめ防止委員会を中心に対処プランを策定

（別記様式２） 

□対応班を中心に指導・支援 

□必要に応じて「いじめ防止委員会」を招集 

 

   

解
消 

□「北海道手稲養護学校いじめ防止基本方針」２

（3）に基づき判断する。 

□当該児童生徒に関わる教職員を中心に、いじめ

が再発する可能生やいじめを受けたことによる心

理的な影響があることを踏まえ、日常的な観察を

継続する 
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申立された、発見した教職員 
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※
必
要
に
応
じ
て 

①報告・共通理解 

②委員会で検討・認知 

③調査方法・分担を決定 

④調査結果の報告 

⑤指導方針の決定、指導

体制の編成 

保護者 

（加害者・

被害者） 
適宜

連絡 

教頭 

招集 

事案が解消するまで

適宜会議を実施 


